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隊
員
、
ご
家
族
の
皆
様
、
協
力
団

体
の
皆
様
、
駐
屯
地
諸
先
輩
の
皆
様

そ
し
て
「
出
雲
」
を
ご
覧
の
皆
様
、

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
皆
様
に
は
夢
と
希
望
に
満
ち
た
輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
旧
年
中
は
駐
屯
地
に
対
し
て

賜
り
ま
し
た
御
厚
情
に
深
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
全
国
で
地
震
、
豪
雨
、

豪
雪
な
ど
の
大
規
模
な
自
然
災
害
が

頻
発
し
た
年
で
し
た
。
駐
屯
地
は
航

空
自
衛
隊
へ
の
支
援
を
行
い
つ
つ
、

隠
岐
の
島
林
野
火
災
や
島
根
県
西
部

地
震
に
対
す
る
災
害
派
遣
、
北
海
道

で
の
転
地
演
習
中
に
発
災
し
た
平
成

三
十
年
七
月
豪
雨
に
お
い
て
は
、
北

海
道
か
ら
急
ぎ
転
進
し
て
広
島
県
へ

災
害
派
遣
活
動
を
行
い
、
無
事
任
務

を
完
遂
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
十
四
回
目
の
市
中
パ
レ
ー

ド
と
な
る
駐
屯
地
開
設
記
念
行
事
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
行
事
や
地
域
イ

ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
加
を
通
じ
、
地

域
の
皆
様
と
の
融
和
に
も
力
を
注
ぐ

こ
と
が
で
き
し
た
。 

 

更
に
、
統
合
幕
僚
長
、
航
空
幕
僚

長
、
中
部
方
面
総
監
を
は
じ
め
と
す

る
高
官
の
ご
視
察
を
受
け
る
な
ど
、 

あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
だ
っ
た
と
思 

い
ま
す
。 

 

本
年
も
、
温
か
い
民
情
と
恵

ま
れ
た
自
然
環
境
を
有
す
る
島

根
県
唯
一
の
陸
上
自
衛
隊
、
す

な
わ
ち
郷
土
部
隊
と
し
て
の
第

一
義
の
使
命
を
引
き
続
き
果
た

し
て
い
く
所
存
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

な
お
、
十
五
回
目
の
市
中
パ

レ
ー
ド
と
な
る
駐
屯
地
開
設
六

十
六
周
年
記
念
行
事
も
、
昨
年

と
同
様
に
企
画
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
更
に
、
本
年
十

二
月
八
日(

日)

に
、
第
四
十
八

回
中
国
・
四
国
地
区
「
銃(

短)

剣
道
選
手
権
大
会
」
が
こ
こ
島

根
県
出
雲
市
で
開
催
予
定
と
聞

い
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に

は
是
非
と
も
ご
来
駕
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

結
び
に
あ
た
り
、
皆
様
の
今

後
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

 
 

    

新
年
の
挨
拶 

第
13
偵
察
隊
長
兼
出
雲
駐
屯
地
司
令 

 
  

２
等
陸
佐 

中
谷 

一
雄 

 

謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

出
雲
地
区
防
衛
協
力
会
、
島

根
県
隊
友
会
、
出
雲
駐
屯
地

を
知
る
会
、
島
根
県
家
族
会

の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
自

衛
隊
、
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐

屯
地
及
び
出
雲
駐
屯
地
業
務

隊
の
活
動
に
関
し
て
平
素
か

ら
多
大
な
る
理
解
、
協
力
を

頂
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
は
、
北
陸
地

方
を
中
心
に
市
民
生
活
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
豪
雪
、

島
根
県
西
部
地
震
、
大
阪
北

部
地
震
、
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
、
台
風
２
１
号
他
数
個

の
台
風
の
上
陸
な
ど
、
例
年

以
上
に
自
然
災
害
が
多
く
発

生
し
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

夏
に
は
、
島
根
県
内
で
は
江

津
市
、
中
四
国
地
方
で
は
、

岡
山
県
、
広
島
県
及
び
愛
媛

県
等
に
甚
大
な
物
的
人
的
被

害
を
も
た
ら
し
た
平
成
３
０

年
７
月
豪
雨
が
発
生
、
駐
屯

地
所
在
部
隊
は
、
災
害
派
遣

に
従
事
し
ま
し
た
が
、
出
雲

駐
屯
地
業
務
隊
は
、
災
害
派

遣
部
隊
に
対
し
て
初
動
に
お

け
る
支
援
及
び
平
素
の
駐
屯

地
機
能
維
持
に
関
す
る
恒
常

業
務
に
加
え
残
留
部
隊
と
し

て
災
害
派
遣
部
隊
出
動
に
伴

う
駐
屯
地
特
別
勤
務
の
増
加

実
施
な
ど
陰
な
が
ら
「
郷
土

に
根
ざ
す
出
雲
駐
屯
地
」
の 

 

た
め
業
務
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
以
前
か
ら
そ
の

発
生
確
率
が
高
い
と
予
測
さ

れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震

等
の
大
自
然
災
害
発
生
に
対

す
る
各
種
支
援
準
備
を
、
昨

年
実
施
し
た
訓
練
の
検
証
結

果
を
基
と
し
、
ま
た
家
族
会

及
び
隊
友
会
等
の
方
々
と
協

力
し
て
、
明
日
発
生
し
て
も

速
や
か
に
実
施
で
き
る
様
、

支
援
体
制
を
更
に
充
実
さ
せ

て
い
く
と
同
時
に
、
数
年
後

に
予
定
さ
れ
て
い
る
駐
屯
地

所
在
部
隊
の
改
編
に
合
せ
て
、

駐
屯
地
内
の
建
物
等
の
内
部

改
修
計
画
を
概
定
す
る
等
、

計
画
を
逐
次
具
体
化
す
る
年

で
も
あ
り
ま
す
が
、
出
雲
駐

屯
地
業
務
隊
所
属
隊
員
各
人

が
団
結
、
隊
が
一
体
と
な
り

任
務
を
完
遂
し
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

御
支
援
、
御
協
力
を
御
願
い

致
し
ま
す
。 
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年
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拶 
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い ず も 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

無
事
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
駐

屯
地
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と

深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
昨
年
の
隊
務
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
５
月
に

小
隊
検
閲
を
受
閲
、
６
月
か
ら
の
協
同
転
地
演
習
、

７
月
の
西
日
本
豪
雨
災
害
に
対
す
る
災
害
派
遣
と
休

む
暇
無
く
訓
練
・
災
害
派
遣
に
従
事
し
ま
し
た
。
こ

の
間
、
１
件
の
事
故
無
く
任
務
完
遂
出
来
た
の
は
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

本
年
は
「
支
援
精
到
」
を
目
標
に
掲
げ
、
何
時
如

何
な
る
状
況
で
も
、
整
備
・
回
収
支
援
が
で
き
る
小

隊
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
１
年
が
皆
様
に
と
っ

て
素
晴
ら
し
い
１
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

よ
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
中
部
方
面

航
空
隊
第
３
飛
行
隊
の
新
編
に
と
も
な

う
支
援
対
象
部
隊
の
増
加
に
始
ま
り
、

大
隊
長
訓
練
検
閲
及
び
方
面
統
制
演
習

場
集
中
整
備
の
場
に
連
接
し
た
後
方
支

援
隊
長
訓
練
検
閲
受
閲
等
、
更
に
は
未

曾
有
の
西
日
本
豪
雨
際
害
へ
の
災
害
派

遣
等
、
多
忙
な
一
年
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
隊
一
丸
と
な
り
努
力
し
、
ま
た
、

上
級
部
隊
や
関
係
部
隊
等
の
多
大
な
る

ご
支
援
・
ご
協
力
に
よ
り
任
務
を
達
成

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
「
種
ま
き
、

そ
し
て
将
来
へ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張

る
所
存
で
す
。
旧
年
と
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。
 

 
 

 

隊
友
会
、
駐
屯
地
協
力
会
の
皆
様
方
、
隊

員
及
び
ご
家
族
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

昨
年
は
部
隊
改
編
２
年
目
の
戦
力
化
完
成

年
度
と
し
て
位
置
づ
け
、
教
育
訓
練
、
部
内

工
事
等
に
よ
り
着
実
に
練
度
を
積
み
重
ね
、

11
月
中
旬
に
施
設
団
長
に
よ
る
施
設
隊
訓
練

検
閲
を
受
閲
し
、
「
概
ね
優
良
」
の
成
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30

年
７
月
豪
雨
災
害
に
お
い
て
も
、
平
素
か
ら

練
磨
し
て
き
た
施
設
技
術
力
を
最
大
限
発
揮

し
、
人
命
救
助
活
動
、
道
路
啓
開
等
の
所
命

任
務
を
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
駐
屯
地
及
び
部
隊
を
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
皆
様
方
と
、
隊
員
並
び
に
そ
の
ご
家

族
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
、

不
透
明
・
不
確
実
な
要
素
が
多
く
、
関
係
諸

外
国
の
動
向
か
ら
も
、
厳
し
い
情
勢
が
継
続

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
我
々
も
『
治
に
お

い
て
乱
を
忘
れ
ず
』
、
あ
ら
ゆ
る
隊
務
を
作

戦
と
し
て
捉
え
、
知
恵
を
搾
り
、
技
を
磨
き

心
身
を
鍛
え
、
今
日
に
即
動
し
必
ず
任
務
を

完
遂
し
て
結
果
を
出
せ
る
『
即
動
必
遂
し
得

る
施
設
隊
の
育
成
』
に
引
き
続
き
精
進
し
て

い
く
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

今
年
の
施
設
隊
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
干
支

で
あ
る
亥
の
目
標
に
向
か
っ
て
突
き
進
む
イ

メ
ー
ジ
に
あ
や
か
り
、
「
魁
！
出
雲
施
設
隊
」

を
掲
げ
隊
員
と
共
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

  

最
後
に
、
平
成
31
年
が
皆
様
に
と
っ
て
健

や
か
で
実
り
多
き
年
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

隊
友
会
並
び
に
駐
屯
地
協
力
会
の
皆
様
方
、

出
雲
駐
屯
地
の
隊
員
、
ご
家
族
が
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 

基
通
派
遣
隊
長
と
し
て
着
任
以
来
、
基
地

通
信
業
務
に
対
す
る
皆
様
の
ご
理
解
並
び
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
無
事
新
し
い
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

今
年
も
基
通
派
遣
隊
一
同
「
駐
屯
地
の
常

続
不
断
の
通
信
確
保
」
は
勿
論
の
こ
と
な
が

ら
駐
屯
地
所
在
部
隊
の
各
種
要
望
に
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
よ
り
一
層
の
努
力
を
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
ご

支
援
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

出
雲
駐
屯
地
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

無
事
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も

隊
友
会
、
駐
屯
地
協
力
会
の
皆
様
方
、
駐
屯
地
隊

員
、
ご
家
族
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る

と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
の
隊
務
を
振
り
返
り
ま
す
と
方
面

会
計
隊
長
訓
練
検
閲
、
持
続
走
競
技
会
、
会
計
実

務
競
技
会
等
に
向
け
た
多
く
の
練
成
を
通
じ
個
人

の
練
度
向
上
は
無
論
の
こ
と
、
部
隊
の
絆
を
再
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
訓
練

検
閲
及
び
各
競
技
会
と
と
も
に
年
度
当
初
の
目
標

を
達
成
で
き
た
こ
と
は
各
人
大
き
な
自
信
に
繋
が

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

本
年
も
、
引
き
続
き
会
計
科
の
使
命
「
作
戦
目

的
達
成
の
た
め
各
部
隊
を
支
援
す
る
に
あ
る
。
」

を
胸
に
刻
み
派
遣
隊
員
一
同
、
一
致
団
結
し
て
任

務
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご

支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

最
後
に
、
今
年
１
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
き
１

年
と
な
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

気
持
ち
も
新
た
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
３
月
、
駐
屯
地
業
務
隊
連
絡
班
長
と
し
て
着

任
し
、
は
じ
め
て
の
新
年
を
無
事
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
も
、
皆
様
方
の
御
協
力
の
賜
物
と
心
よ

り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

現
在
、
私
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
入
校
中
で
あ

り
、
4
月
中
旬
ま
で
不
在
と
な
り
ま
す
が
、
上
級
部

隊
で
あ
る
第 

地
区
警
務
隊(

米
子
・
海
田
市)

が
全

力
で
、
出
雲
駐
屯
地
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
御
理
解
・
御
協
力
の
程
、
宜
し

く
お
願
い
も
う
し
あ
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
、
本
年
も
隊
員
皆
様
及
び
ご
家
族
の
ご
多

幸
・
御
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。 

  

第 

施
設
隊
長 

２
等
陸
佐 

石
川 

仁 
 

第 

会
計
隊
出
雲
派
遣
隊
長 

 
 
 

１
等
陸
尉 

中
山 

貴
行 

第 

地
区
警
務
隊
出
雲
連
絡
班
長 

 
 

3
等
陸
尉 

高
田 

浩
史 

第
13
後
方
支
援
隊
第
２
整
備
中
隊 

 
 
  

２
等
陸
尉 

飯
田 

 

光 

第 

基
地
通
信
中
隊 

 

出
雲
派
遣
隊
長 

 
 

3
等
陸
尉 

針
谷 
佳
孝 

新
年
の
挨
拶 

304 

104 新
年
の
挨
拶 

356 

312 新
年
の
挨
拶 

新
年
の
挨
拶 

132 新
年
の
挨
拶 

新
年
の
挨
拶 

132 



い ず も （３）   第231号 平成31年1月 

伊達 哲則 
 健康第一、家族の
為、部隊の為に日々
前進 

佐藤 英治 
 使命感を持って任
務を完遂する。 

小村 周行 
 悔いを残さないよ
うマイペースで行き
ます。 

中林 純 

 「万里一空」（ば
んりいっくう）の精
神で頑張ります。 

柳 智博 
 何事も、やるから
には楽しんでやる。 

藤田 亘 
 猪年で、猪突猛進
に任務に邁進してい
きます。 
  

               

山本 祐基 
 慣れすぎる事無く
初貫徹 

坂本 浩次 
 健康に気をつけて
頑張ろうと思います 

迫口 晃治 
 スキー練成を真面
目に取り組みスキー
指導官を取得する。 

福原 侑弥 
 今年の目標として
レンジャー教育に参
加します。 

新野 大介 
 猪突猛進、突き進
んで行きます！ 

成田 健作 
 年男として今年は
去年以上に仕事に邁
進します。 

德永 秋司 
 今年は勉学及び職
務により一層の努力
をします。 

吉岡 尚樹 
 今年はいろんな事
に挑戦する年にして
いきたいと考えてい
ます。 

井堰 稜介 
 教育や訓練などで
しっかり技術や知識
を身につけて小隊で
活躍出来るようがん
ばります。 

渡邊 優人 
 今年は新しい事に
チャレンジし一日一
日を大切に何事も積
極的に取組頑張りた
いと思います。 

髙松 伸章 
 陸曹候補生の指定
を勝ち取る。 

松本 昌憲 
 初級陸曹として部
隊の原動力となれる
よう貢献します。 

日下部 歩夢 
 初めてできた後輩
に先輩らしい姿を見
せます！ 

鬼頭 卓也 
 陸曹試験に合格で
きるように張ります
！！ 

。 



い ず も （４）   第231号 平成31年1月 

上田 和希 

「全力運転」 
 エンジンを点火し
「全力運転」で任務
に臨み完遂する所存
であります。 

村上 悠毅 
「奮励努力」 

 目標に向かって、常
に気持ちを奮い立たせ
ながら、努力を怠るこ
となく頑張ります。 

齋藤 光稀 
「臥薪嘗胆」 

 苦しい事から楽な
方向に逃げず、一生
懸命に頑張ります。 

楢崎 隆也 
「一路邁進」 

 目標・目的達成の
為に真っ直ぐ進みた
いと思います。 

三浦 鷹 
「独立独歩」  

 頼られるような存
在になるために立派
な社会人になりたい
です。 

鎌谷 颯志 
「堅忍不抜」  

 今の私の未熟さを
恥じ、何があっても
堅忍不抜の姿勢を貫
いていきます。 
 

加芽田 龍彦 
「思慮分別」  

 周囲をよく観察し、
求められている事を確
実にこなして行けるよ
う努力します。 

森本 夢羽 
「一期一会」 

 「感謝の気持ちを
忘れず日々全力で頑
張ります。 

内田 聖人 
「七転八起」 

 初心を忘れずに日
々成長しつずけてい
きたい。 
 

礒崎 伸也 
「常に全力」 

 常に全力で頑張り
ます。 

 

田村 葵 
「有言実行」 

 二十年間の経験を
生かして部隊に貢献
できるよう日々努力
します。 
 

髙橋 俊行 
「有言実行」 

 今日なし得る事に
全力をつくせしから
ば明日は一段の進歩
あらん。 

 

藤村 伶奈 
「報恩謝徳」 

 「ありがとう」の
気持ちを忘れず恩返
しできるようがんば
ります。 
 

木下 将 
「奮励努力」 

 目標に向かって何
事にも努力し、懸命
に取り組みます！ 

山本 康平 
「率先垂範」 

 自ら進んで後輩の規
範となる行動を取れる
よう頑張ります。 

川上 大和 
「堅忍不抜」 

 つらいことでもぐ
っと耐え忍んで頑張
っていきます。 

  

白石 晃汰 
「一期一会」 

 これからの人生で出
会う人を大切にしてい
きたいと思います。 

岩繰 虎龍 
「竜驤虎視」 

 成人を迎え「責任
感」を持ち自衛官と
して邁進します。 



い ず も （５）   第231号 平成31年1月 

偵察隊行事 

▲ 熱心に指導を受ける学生 ▲ 初めてのアクセルターン！ 

▲ 厳しい状況の連続で疲労の色が見える。 ▲ 射撃準備よしっ！！ 

 平成３０年１１月１９日から１２月２１日の間、平成３０年度自動二輪集合教育を
担任し、被教育者２１名に対し、普通自動二輪車免許の取得及び操縦手として必要な
識能・技能を習得させた。 

 平成３０年１０月１０日から１１月１６日の間、平成３０年度陸士特技課程「偵察」
を担任し、被教育者１６名に対し、斥候員としての基礎的な識能を修得させた。 

▲ 緊張で手を震わせながら爆破訓練に挑む。 

▲ 敵に発見され応射し、敵を排除！ 

▲レーダー壕を掘る隊員  ▲術科試験を受ける隊員  

斐
川
訓
練
場
で
教
育
を
実
施 

▲
 

 

▲ 不整地走行で足を取られ苦戦する。 



い ず も （６）   第231号 平成31年1月 

第
３ 
０ 
４ 
施
設
隊 

 
 

▲  
 

 

施
設
隊
は
、
平
成
30
年

11
月
16
日
か
ら
22
日
ま
で

の
間
、
団
長
訓
練
検
閲
を

受
閲
し
た
。 

 

16
日
早
朝
、
非
常
呼
集

に
始
ま
り
出
雲
駐
屯
地
等

に
お
い
て
応
急
出
動
準
備

を
整
え
、
翌
17
日
米
子
に

お
い
て
小
銃
の
射
撃
訓
練

を
実
施
し
た
の
ち
一
度
駐

屯
地
に
帰
隊
し
た
。 

 

17
日
夕
刻
、
稲
佐
の
浜

で
神
迎
神
事
が
執
り
行
わ

れ
る
頃
、
駐
屯
地
体
育
館

に
お
い
て
出
陣
式
を
挙
行

し
て
施
設
隊
Ｏ
Ｂ
山
本
氏

か
ら
激
励
の
言
葉
を
頂
戴

し
た
後
、
勝
ち
鬨
に
よ
り

部
隊
・
隊
員
の
士
気
を
鼓

舞
し
て
岡
山
県
に
あ
る
日

本
原
演
習
場
に
向
け
前
進

し
た
。 

 

日
本
原
演
習
場
で
は
、

4
夜
5
日
の
状
況
下
に
お

い
て
8
連
隊
の
陣
地
防
御

を
直
接
支
援
す
る
施
設
隊

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
任

務
を
遂
行
し
た
。
こ
の
際

、
各
小
隊
は
小
隊
長
に
よ

る
良
好
な
統
御
の
下
、
隊

長
要
望
事
項
で
あ
る
「
施

設
技
術
力
を
最
大
限
発
揮

し
て
被
支
援
部
隊
の
任
務

達
成
に
寄
与
せ
よ
。
」
、

「
基
本
基
礎
の
徹
底
に
よ

り
不
安
全
事
項
を
排
除
せ

よ
。
」
に
つ
い
て
具
現
追 

求
し
、
敵
、
地
形
、
気
象

等
を
克
服
し
つ
つ
施
設
隊

一
丸
と
な
り
所
命
任
務
を

完
遂
し
た
。 

 

平
成
29
年
3
月
の
部
隊

改
編
以
来
、
約
1
年
半
に

わ
た
り
積
み
上
げ
て
き
た

戦
力
化
状
況
を
つ
ぶ
さ
に

検
閲
官
に
確
認
し
て
頂
き

評
価
「
概
ね
優
良
」
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 、 

内田士長の突撃ラッパ吹奏に引き続き、Ｄ小隊長賀須井２尉の号令のもと、勝ち鬨を挙げた。 



い ず も （７）   第231号 平成31年1月 

出雲駐屯地行事 

駐
屯
地
見
学 

職
場
体
験 

 

出
雲
市
近
隣
高
等
学
校
の

社
会
科
教
諭
の
駐
屯
地
見
学

が
あ
り
ま
し
た
。 

各校卒業隊員との会食に始まり、ブリーフィング及び装備品・資料館見学をしていただきました。 

 

防
衛
医
科
大
学
を
目
標

と
す
る
中
学
生
が
職
場
体

験
に
来
ま
し
た
。 

基本教練をはじめ、自衛隊医療について沢山のことを体験していただきました。 

追
悼
式 

駐
屯
地
年
末
行
事 

  

島
根
県
隊
友
会
が
主
催
す

る
島
根
県
出
身
殉
職
隊
員
追

悼
式
が
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し

た
。 

殉職隊員の御霊に対し国の鎮めを奏で、儀仗隊による弔銃を行いご冥福をお祈りしました。 

 

隊
員
家
族
等
た
く
さ
ん
の

方
々
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。 

餅つき、出雲農林高校太鼓部演奏、働くおじさん（自衛官余興）、ビンゴ大会等大にぎわいでした。 



い ず も （８）   第231号 平成31年1月 

 

第
14
回
な
か
う
み
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会 

 
 

 

10
㎞
の
部 

年
代
別 

 

第
1
位 

１
等
陸
曹 

竹
下 

陽
一 

（
業
務
隊
） 

 

 

５
㎞
の
部 

年
代
別 

 

第
３
位 

陸
士
長 

遠
藤 

佳
寿
美 

（
施
設
隊
） 

 
 
 

第
35
回
湯
村
ジ
ョ
ギ
ン
グ
駅
伝
大
会 

 
 

 

一
般
の
部 

第
３
位 

陸
曹
長 

 

板
垣 

進 
 

（
偵
察
隊
） 

３
等
陸
曹 

植
田 

宗
二
郎
（
偵
察
隊
） 

３
等
陸
曹 

小
坂 

宣
功 

（
偵
察
隊
） 

陸
士
長 

 

山
﨑 

朋
樹 

（
偵
察
隊
） 

陸
士
長 

 

三
浦 

鷹 
 

（
偵
察
隊
） 

 

第
47
回
中
四
国
銃
剣
道
選
手
権
大
会 

 

優 

勝 

２
等
陸
曹 

元
木 

章
仁 

（
偵
察
隊
） 

２
等
陸
曹 

松
岡 

貴
之 

（
偵
察
隊
） 

３
等
陸
曹 

瀧
谷 

正
志 

（
偵
察
隊
） 

３
等
陸
曹 

平
井 

大
毅 

（
偵
察
隊
） 

３
等
陸
曹 

本
村 

拓
也 

（
偵
察
隊
） 

 

▼ＢＢ大鍋フェステバル（11/3） ▼いずも産業未来博（11/3・4） 
    専門学校松江総合 

▼ビジネスカレッジ学園祭（10/27） 
海上保安庁とコラボレーション 

（浜田市） 

沢山の来場者に見守られた、装備品展示 

（出雲ドーム） 
専門学校生に沢山質問を受けました。 

（松江市） 

▲松商だんだんフェスタ（12/1・2） ▲加茂よっといで祭り（10/28） ▲まつえ駅前元気まつり（10/27） 

職業体験で災害派遣体験をする小学生 

（松江商業高校） 
多くの子供たちとふれあいました。 

（雲南市） 
しまねっこが来てくれました。 

（松江市） 

▲ギフト交換 
駐屯地から「１６式機動戦闘車」の模型を送りました。 


